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120.昭和58年度滋賀県下に

おける発掘調査の紹介

その 1

本年度も県下における緊急例査はきわめて多〈 、バ

イ パスt)iの逃路lli般やは場盤1~ü fJ_í.紫、宅地造成、琵琶

湖総介IJH~ などに伴う発効11側資は 200件を i憂に越えよ

うか。こうした別貸給・米:は報告{l~ として刊行して一般

に供することになるのだが、調公後、図面や出土造物

を経理 ・観然し、研究したうえで原稿を執畿して編集

するという作業は現地での制査の数倍の時間と 忍耐を

要する.このため、そのl刈谷が公開されるまでにはど

うしてもかなり時間の経過が余儀なくされる。

滋賀駄浅草抵文化財センターでは県下の発織状況を少

しでも早〈多くの人に知ってもらおうと年一度、年度

末にスライドを用いた発表会をfliiしている.本年度も

3月10日に県下の各剣先鈎当者に参加願って一般公開

のうえ実地した.以下はその傾姿を発表者に簡単にま

とめていただいたものである.ここに収録できたもの

は昭和58年皮の以下における潟伐のごく一部でしかな

いが、御利用いただければ幸いである。

1 .弥生~古墳時代の農業用水路の検出

3事湾市西渋川 中沢遺跡

1日r!市西7l'e川か ら採*u汀小柿付近まで広がる』義務紛:

である。遺跡l;t金JJ券 LLJ 員l!.~tt，設の丘陵地併に発する葉山

川が形成したITM1 kmlこもi的たない小扇状地の端部に位
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遺跡位i7l図 位置図の存号11本文と同じです。

ftlし、低平な後背おv也に臨んでいる。二れまで米調査

のため、その実態は定かでなかったが、昭和58年 9月

-12月の問、西W!川一丁目の研究所敷地内ではじめて

の本格的な発技己創設を敢行したところ、弘、生時代~平

安時代の膨大な泌物のほか、水路跡、耳障跡、根跡、1袋

よ手杭7iJ、井戸跡、術立村:建物跡:など多数の泣械の発見

カfあった。

これらのうち注目されるのは約2000m'の調査区内の

来から西へ走る帽10mを怨えるJ主将水路 2本と、さら

にこの基幹水路と合流もしくは分岐する人工的に掘削

された多量kの小潟て・ある.そして、上記基幹水路と小

諸専の交点付近から計 4~在の緩S療を発見したが、 それは

矢板列を前後数夢IJに打込むいわゆる 「直立型緩」と呼

ばれるものと直後12-13cmの丸太杭?"IJに積木を組み合

わせた「シガラミ」状を呈すこつの形態のものが認め
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られた。また増星第とは別に、各水路または小織には議

熔用と考えられる杭列の逃存も認められた。よって、

これらの水路および小織は、潟1t地近くに存在する水

回跡への導水を担った農業用水路として統禦、掘削さ

れたものと恩われると同時に、士1箆跡、などはこれら水路

の人為的な管理と活用の痕跡を如実に物語る進機と蓄

えるであろう。

きて、上記の水路跡からは弥生時代前M-古;償時代

後期までの長期間にわたる土器の出土が見られたが、

最も量的に多いのは畿内V様式に比定されるものおよ

びtt内または布留併行の古式土郎総である。このほか、

本巡鱗からは琴状木製品、完ヲ柄鋤、鍬、腰掛、栂、杓、

杵、陽物形木製品など、先史j災業村子喜の生産から衣食

住および祭舵に関わる多種多量な木製品の出土ら伴っ

た。(草津市教育委只会別所健二)

2.平安末期のr納所J木簡を出土

当該地付近lま、以前に築地された

分布鈎1i:により 、多盆のニヒ附総 ・ ~f(

怒号器の散布が認められ、古墳時代を

中心とする時期の巡跡として知られ

ていた。

昭和58年度に当巡;跡周辺において

はま持獲備事業が計図されたため、事

前発掘調査を実施した給J菜、当初予

想されていた古約時代の逃桃に霊桜

して、平安l時代末から鎌倉時代の集

落跡が広がっていることが事在認され

た。後者の遺構としては、線立柱建

物若手、井戸跡、および井戸からくみ

上げた水を淑めると考えられる・長特i

円形の土機などが検出された。この

うち、長紛円形の土者脅からは、多量

の黒色ニk採 ・土官ili苦手とともに、 「口

口聖女s}j年二月 日可口市納所口J と

必替のある木f{i'iが出土した。これは、

年誌の納期であるこ月に向けての年

賀米等に付けられたイ寸札と考えられ、

当時の税制の一端を託!IJリ知ることが

できる。ここに記織のある「説話」

とは、律令制が平安末期にいたって

崩機していく過程て¥それまで図街

の支配下に正規の徴税機関として存

在した正念に代わり出現する年賀米

等の収納所で、荘悶公領体f初lの完成

により 、中世的な徴税組織が硲立す

木衝突測図 るまでの短期間所在したと言われて

いる。

今回の調査では、 「車内所J に当然所在すると考えら

れる倉庫群は検出されず、 r納所」の存在を裂付ける

資料は木簡以外には得られなかったが、分布調査によ

る造物散布の中心地は、さらに北側に位還し、逃織の

広がりが予想されるため、今後の解明が待たれる。

なお、 「納所J は文献資料には登場寸?るが、その笑

f&W:不明であり、今回の発見{ま、その解明に向けて具

体的な資料を提供した従軍な成来であった。

(草津市教育委員会磯居朗)

3.市内初の大規模な方形周溝纂群検出

草津市長東町字南溝畑他 南溝畑遺跡

H 上寺町字北太田他北太田遺跡

南総畑、北太田両巡;幼;1ま草津市北部の堺川友岸のj中

平i'1低地上に絞首Eする。両辺I紛'11従来上寺遺跡として一

括されていたが、ほ:場務備事業の司王前調査により方形

問機を主体とした北太田遺跡、擁立杖建物を主体とし

た南協知l逃跡が一部を議後して存複しているよとがわ

かった。

北太悶遺跡は上寺町字北太田を中心、に東西に約 200

m、南北に約 350mの広範聞にわたっており 、弥生時

代中ltJl を中心とした方形周溝惑が28t.~以上検出されて

いるが、まだ広i辺にもかなり存在.しているものと26・え
られる。その他、東西に流れる泌跡が3条、南北に流

れる百年跡が1条、!日inJ道と恩われる流E奇跡が1粂検出

されている。方形周泌裂は単独裂のものと 、数誌がi進

立するものの二級匁iが認められ、~守に16号纂-22号墓

(G 地区)は孤状にめぐる織から校鴻を出す形で方形

周総主主を形成しているようである。

南誇存知nm跡i立等:荷器等畑を中心に東西約 300m、南北

400m程に広がる奈良時代後lUlから平安時代後期にわ

たる大集落跡である。昭和58年伎の翻査では25棟以上

の掘立柱建物跡が検出されているが、前年度の調査と

合わせると計40線以上総認されている。指]立柱建物郡;

IJ形周j務墓群
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はその大半がN33・-37・E(兵北より)の方位を有し、

当該地域に遺存する栗太主粂塁の方位とほぼ一致する

ことから泉浴形成に当たって粂箆に規制されていたこ

とがわかる.また、当遺跡では、約15，0∞111'におよぶ

縄査区の中で井戸跡と考えられる遺槍が検出されて必

らず、あるいは、 B地区(I沼初57年度制査区)で検出

された堺111の存在する北京n向から流れる水路E療が用

水路として生活水を供給していたのではないかと考え

られる。(1;J:j_，1!市教育委員会 谷口智樹)

4. r郡家Jの墨書土器

草津市御倉町 草津川関連遺跡

郡山川では、 1982年11月より試制創設を開始し、現

不Eまでに約 100， OOOm'を終了した。その中には、浜街

道を紛然化することから、統腕lにあたる部分について

の本間資も含まれている。この中で、最南に位澄する

トレンチ (C地区Zトレンチ)では、約50l左の土勢居者学

(XJ:味不明)と河川1跡が~凡された.

よれらの土機や河川lの斜而から出土した土r.まから推

定して当逃械部のi時JUIIまま災良時代の中頃から平安時代

末までが考えられる.また、この河川の殺下層からは

弥生時代の土器片もいくつか出土している。

ところで、ニれらの土割高のゆでS-111立、家良時代

の土総t.::となっていて 、土師伎の飢や造、須恵ttの1干、

身等が出土した.

土師n土総は作リが丁寧なものであり、よくバラン

スがとれていて、一般の農民が使用していたものとは

恩われない.そ札を浪づける機に、底部外国に録替の

ある須忠Teの斥身が共伴していた.

ζ の袋ゼ?の字数tt3サ: (r~III J ・ 「家J . r有J)であり 、

「君flJとr家」を扱べて岱いた後、「イIJを「邸」に滋ねて怨

してある。

$-11での土総のtJ:1土状I}tを凡ると、東半分では琵

が多〈、四半世相でlよJ]ILが多い.このこと から、土器廃

楽の仕方の中に何らかの梢悩的立織が反映されている

墨・土器 土器溜検出状況

と考えられる.

(側滋j;(V;~文化財保t妥協会造前豊)

5 古墳時 仰 向 | 

守山市機江町織江遺跡|

昭和58年度より 4年計画で実施されている織江遺跡

発掘調査は県住宅供給公社による毛.iaに伴う桜前調査E

である.今年度の2純益は純資:l'H良面絞38，000111'うち第

1工区10，000111'に対して行った.泣跡{ま攻)Jt.土 ・床地

を除去した而で検出されている.時期l立大きく古償時

代前期と中i!t(12世紀ぷ-14l!J:紀初)の 2時期に限定

され、いずれも~16跡である。会て同一illi で検出され

ている。以下に今年1必間伐の概~を述べる。

第 1例経区一古布l"tl時代の巡I桃としては合w断、を含む

搬立柱建物の多数のU:火l作やft'/J、土岐があり、なかで

も$K-13とよんでいる土織からは直径約 1mの 2段

掘りの域内より布留式土紛の荷停 ・小12::1[.底留が多数
出土している。中也・のjfi.IWiとしては東西 4HljX南北 3

閉め建物があり、北側と路側に糊を緋築している.ま

た、建物の西10mには井戸がぶり、附位繊銭縦板組の

井戸枠を椛築したのち新たにnlJ物を泣いた形跡が認め

られた。他に一辺 1mの隅九万形をした庄内式土器の

土器溜が 1基ある.

第 2調査区一古明時代の逃織としては粧:穴群と直後

4mの大土績があリ、特にこの土嫌から多数の布留式

の高尽 ・小型::Iu配管ととむに1J1L同桜3点 ・縦櫛3点

・ はずみ単 ・ ミニチュア土日~3 点 ・ 用途不明木裂おが

出土した点が注目される.中世の泣械としては南北4

間×東西 2問、南北 6問XJR凶 1UlJ以上、 2nox 2問

の 3仰の建物が検出された。また、背白磁令子片が出

土した土機器らしきものもある。

また、現;(t:澗3宅中の努13測千日区でl;t布WI式土総を包

含する溝、働問 ・劫11を持つ中祉の主II物と守1)リぬきと三

段の曲物をJ'll.殺した井戸(7.rf駄:LJ土)が検LI~ された。

第4・5側資区では 7世紀後半の小村山、中世の主II物、

第 II11J査区検出井戸
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古江t時代の木製品を大量に含む大r蒋も検出されつつあ

る。(滋t't県教育委員会木戸羽f~努)

6.室町時代の屋敷跡を検出

中主町i!!i河原光明寺遺跡

光明寺i立跡は、中主町i!9河原小学主主ノ内 ・七ツ仮ヤ

を中心に所在する 、平安時代-a).町時代末にいたる集

沼紛:と考えられる遺跡、である。今回の第 6次調査は、

中主町の笑施する区画後程都mに伴うもので、ITlii18m、

延長300mの道路をはじめとする約8，400m'を対象とし

t.;. 

本来この遺跡1;1:、治湖、名が示すように、西河原士山区

の氏神であるこEE神社が所殺する古図中にみえる r光

明寺』という寺院名と考えられる名前より名付けられ

たものであるが、寺院お1:て。あるということを被援的に

示す逃桃 ・逃物の出土は特に今回もなかった。検出さ

れた主な逃総は、中主町 としては非常に浅い、，fJト土下

40cmにみられ、間一巡構簡上に平安l時代後半~鎌倉時

代前半までの1隠 1m余りの狭い構て令巨形に区切られた

集裕粉、と、南北朝~室町時代に至る二重または一部三

重に堀(I'，i{)を巡らせる絞郭椛迭の屋敷跡(館)など

である。平安時代の遺構として、幅 1m、採さ 0.6m

flij ~.去の狭い構で閉まれた 、 一単位が約500-1 ， OOOm'余

りのものが、現不Eまでに 7単位fllflr.Eされている。囲い

池内には、 51伺X3間総柱、 5間X4附総柱、3問×

2 f旬、5問X4間一前納付の搬立段式建物や井戸、樹、

土織などがみられる。またこの内の一つには l，800m'

をこえるものがあリ、他の単位と建物のt'lt成等にも遂

をもっている。

室町時代のi立椛は、中高 3-4m、深さ 1m余りの織

で悶まれた南北約97m、東西7001以上の区画内に、帽

2，5-3 m、移民さ0.8m余リの南北約42m、東隠がJ32m

の械で二重に矩形に1mむ桜草11構造の座敷湖、である。草1;

内には 31時1YJ前後の孤立位式建物の建てかえがみられ、

井戸、土機惑などがみられる。理見:ff:までのところ、文

震敷跡航空写真

~等の資料にもここに住んだ人々のことは明らかでな

く、この地械での ζの逃檎の役割の解明が今後の線量E

である。(中主町教育委員会 徳調理克己)

7.室町期の堀に圏まれた屋敷跡

中主町吉地宮地大寺遺跡

古I也大寺巡跡i立、中主町宮封!νl、字fl屋!肢を中心とし

た、聖子洲JlIの形成した砂際層の微丘陵ょに位lliする。

今回の言問笠l立、個人住宅建設に伴う約 620m'の調査

で、第 5 次測量Eに当り、現~洛に接する位澄にある。

調絞め結果、平安時代後半-ili:也・にまでおよぶ薬務

赫を検出した。このうち主要な遺憾は、平安時代後lYJ

の集浴跡と、室町時代の胤で閉まれた屋敷跡に大別さ

れる。前者には、幅約0.5m、深さ約0.3mの建物の方

向を規制する青年や土験、それに数多〈検出された曲物

を重ねた井戸がある。建物については、あまりに段穴

が多〈、切りあいが復刻1なため、明確な建物を旅認で

きないでいる。柱Iま残存しているもので、磁径が15cm

余りのものが多い。特に大きな住穴は検出していない。

後者には、幅約1.8m、深さ約1.2mの織を有する、室

町時代の屋敷跡と考えられる巡椛の東コーナ一部分を

検出した。内線には、柱穴底にEをおを自主いた鍛立柱式

建物(5 r.lJ X 3間)があり、この位穴埋め土に多殻の

炭及び続二tがみられる。槻内には、多量の陶磁号if・1ニ

附i苦itが出土して必り、絞終的には、近世初当に自然地

般によって波没している。発掘llr.lョ長前Iこは、調査員l!.<l)

北に正普寺という浄土真宗の王手があリ、何等かの|羽係

があるかも知れないと考えていたが、直接の逃燃とは

考えられないものであった。出土造物には、銀色土総

・土附1総 ・灰翁b隊!緑 ・須志賀陶若草 ・信楽、常盤の陶器

・背磁 ・白磁 .i奈総椀 ・滑石羽釜 ・瓦41i占石臼 ・3問主主主事

が出土している。

なお次年度に係機itl!.の調査を予定しておリ、 i立跡の

ほぼ全容を鈎1ることができるものと思われる。

(中主町教育委員会 山岡謙吾)

ーー、

遺構検出状況
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